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ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
瀧
は
、
北
米
に
於
い
て
最
も
規
模
の
大
い
な
る
瀧
と
せ
ら
る
。
高
さ
は
さ
し
た
る
事
は
な

け
れ
ど
、
單
獨
の
川
よ
り
出
づ
る
瀧
と
し
て
は
最
大
級
に
し
て
。
カ
ナ
ダ
側
の
瀧
の
落
差
は
五
十
三
メ

ー
ト
ル
、
幅
は
六
百
七
十
メ
ー
ト
ル
な
り
。
こ
れ
に
比
し
、
ア
メ
リ
カ
側
の
落
差
は
二
十
一
か
ら
三
十

四
メ
ー
ト
ル
に
て
、
幅
は
二
百
六
十
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
ず
。
半
世
紀
前
、
米
國
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
在

住
中
、
あ
る
夏
休
み
に
家
族
に
て
ナ
イ
ア
ガ
ラ
に
旅
行
す
。
ア
メ
リ
カ
の
國
土
巨
大
に
て
、
か
な
り
の
距

離
を
走
行
せ
る
も
な
か
な
か
カ
ナ
ダ
國
境
附
近
に
あ
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
に
著
か
ず
。
子
供
な
が
ら
い
さ
さ

か
高
速
道
路
の
ド
ラ
イ
ブ
に
は
飽
き
つ
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
に
到
著
す
る
に
、
手
傳
ひ
の
女
性
パ
ス
ポ
ー
ト
不

携
帶
の
こ
と
判
明
し
、
カ
ナ
ダ
側
に
渡
り
て
米
國
側
よ
り
は
る
か
に
大
い
な
る
瀧
を
見
る
こ
と
叶
は
ざ

り
き
。
た
だ
、
船
に
乘
船
し
瀧
の
眞
下
に
て
見
物
す
。
壓
倒
的
の
水
壓
に
て
、
義
務
と
て
購
入
の
レ
イ
ン

コ
ー
ト
な
ど
は
役
に
立
た
ず
、
ほ
ぼ
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
に
け
り
。 

 

二
度
目
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
觀
光
は
、
そ
の
數
年
後
、
再
び
家
族
と
と
も
に
カ
ナ
ダ
の
大
使
た
り
し
牛
場
家

を
オ
タ
ワ
に
訪
問
の
時
な
り
。
但
し
そ
の
時
は
途
次
立
寄
り
つ
る
ケ
ベ
ッ
ク
市
の
フ
ラ
ン
ス
調
の
印
象
強

烈
に
て
、
瀧
の
事
あ
ま
り
記
憶
に
殘
ら
ざ
り
き
。 

 

三
度
目
は
妹
夫
婦
ト
ロ
ン
ト
在
住
な
り
と
て
、
女
流
辯
護
士
の
友
人
と
訪
る
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
瀧
觀
光

す
る
前
に
と
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
・
オ
ン
ザ
・
レ
イ
ク
の
街
案
内
す
。
こ
の
町
は
最
初
の
總
督
官
邸
置
か
れ
し
と

こ
ろ
に
て
、
一
八
四
〇
年
代
に
建
て
た
る
英
國
風
の
建
物
多
く
現
存
し
、
洒
落
た
る
町
と
見
受
く
。

義
弟
の
車
は
ま
る
で
裝
甲
車
の
ご
と
き
四
輪
驅
動
の
ド
イ
ツ
車
に
て
名
前
は
ゲ
レ
ン
デ
・
ヴ
ァ
ー
ゲ
ン
と

記
憶
す
。
後
部
座
席
は
乘
り
心
地
い
か
に
も
惡
く
、
カ
ー
ブ
曲
が
る
た
び
に
何
處
か
に
掴
ま
り
居
ら

ず
ば
横
滑
り
す
。
ト
ロ
ン
ト
の
冬
は
積
雪
多
け
れ
ば
、
か
か
る
車
に
乘
る
も
必
要
な
れ
ど
、
乘
用
車
の

ご
と
き
座
り
心
地
は
ま
つ
た
く
な
く
、
降
り
て
初
め
て
安
堵
し
た
り
き
。
天
候
も
ワ
イ
ン
に
適
當
な
る

か
な
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
多
く
、
義
弟
も
セ
ラ
ー
所
有
と
て
、
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
晝
食
を
攝
る
。
確
か
に

白
ワ
イ
ン
は
格
別
な
り
き
。
ド
イ
ツ
人
の
義
弟
は
身
長
一
八
三
セ
ン
チ
體
重
百
キ
ロ
も
あ
る
大
男
に
て
、

運
轉
す
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
し
つ
か
り
飮
む
も
、
醉
ふ
氣
配
一
切
な
か
り
き
。 

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
瀧
は
正
に
壯
大
に
て
、
ゴ
ー
ゴ
ー
と
流
れ
落
つ
。
さ
ほ
ど
高
か
か
ら
ず
と
言
へ
ど
も
、
そ
の

水
量
の
多
さ
に
壓
倒
せ
ら
る
。
近
づ
け
ば
、
放
出
の
大
量
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
、
い
と
氣
分
良
か
り
き
。

瀧
の
裏
側
觀
光
し
た
れ
ど
も
、
曾
て
船
に
て
瀧
壺
に
近
づ
き
し
時
よ
り
は
濡
れ
鼠
に
は
な
ら
ざ
り
け

り
。 

 

東
京
に
戻
り
て
直
後
に
氣
功
の
稽
古
あ
り
、
師
範
に
「
い
つ
た
い
い
づ
こ
よ
り
か
く
の
如
く
凄
ま
じ
き
氣

を
貰
ひ
た
り
や
」
と
聞
か
れ
、
分
か
る
人
に
は
分
か
る
も
の
な
り
と
感
心
し
つ
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
に
旅
行
し

た
り
と
告
ぐ
れ
ば
、
師
範
「
や
は
り
ね
」
と
一
言
。 


